
船舶事故調査報告書 

平成３０年７月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（かき
．．

筏
いかだ

） 

発生日時 平成２９年１２月１５日 ０４時３０分ごろ 

発生場所 広島県廿日市
は つ かい ち

市地蔵ヶ鼻東北東方沖  

亀石灯標から真方位０３６°１.２海里付近 

（概位 北緯３４°１８.６′ 東経１３２°１８.６′） 

事故の概要 プレジャーボートRINON
リ ノ ン

は、南西進中、かき
．．

筏に衝突した。 

事故調査の経過 平成２９年１２月２２日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート RINON、５トン未満（長さ７.７７ｍ） 

 ２６０－４２３３８広島、有限会社宮島口新聞販売所 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 左舷船首部外板及び船外機プロペラシャフトケースに擦過傷 

かき
．．

筏 竹材の角部に切損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風 なし、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期  

日出時刻：０７時０９分 

月出時刻：０４時０４分、月齢：２６.６  

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、新聞配達の目的で、廿日市市厳
いつく

島港の宮島３号桟橋（以下「本件桟橋」という。）に向けて広島県広

島港第３区を出港した。 

本船は、船長が、１４日に航行したＧＰＳプロッター上の航跡を参

考にレーダーを見ながら、約２５ノット（kn）の速力（対地速力、以

下同じ。）で廿日市市阿品
あ じ な

沖を手動操舵により南西進した。 

本船は、廿日市市宮島口沖で約２０kn に減速し、船長が、本件桟橋

に向けて変針する際、宮島口地区港湾整備の目的で設置された浮標

（以下「本件浮標」という。）を右舷船首方に見て左舵を取ったとこ

ろ、かき
．．

筏（以下「本件かき
．．

筏」という。）に衝突した。 

 船長は、宮島口沖をこれまでに幾度となく航行した経験があり、本

件かき
．．

筏の存在を知っていた。 

 船長は、本件桟橋に向ける際、右舷船首方の本件浮標から岸壁にか

けてオイルフェンスが敷設されており、接近すれば危ないと思ってい

たので、レーダーで本件浮標を確認することに気を取られていた。  

船長は、救命胴衣を着用していなかった。  

分析 本船は、宮島口沖を約２０kn の速力で南西進中、船長が、本件桟橋

に向けて変針する際、レーダーで右舷船首方の本件浮標を確認するこ



 

とに注意を向け、左舷方の見張りを適切に行っていなかったことか

ら、本件かき
．．

筏が左舷方間近にあることに気付かずに左舵を取り、本

件かき
．．

筏に衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、宮島口沖を約２０knの速力で南西進中、 

船長が、本件桟橋に向けて変針する際、レーダーで右舷船首方の本件

浮標を確認することに注意を向け、左舷方の見張りを適切に行ってい

なかったため、本件かき
．．

筏が左舷方間近にあることに気付かずに左舵

を取り、本件かき
．．

筏に衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・特定の方向のみに注意を向けることなく、常時適切な見張りを行

うこと。 

・航行に慣れた航路においても、安全な速力で航行すること。 

・小型船舶の乗船者は、救命胴衣を着用すること。 


